


• 一般社団法人 文字情報技術促進協議会は、2010年に「読み手と書き手の字形が一致す

る文字情報交換の実現」を目指してIVS普及促進協議会」として発足。（2019年社団法

人に改組）



• マイクロソフト社が開発した日本語版MS-DOSがサポー
トしたシフトJISをOEMメーカーが独自拡張したことによ
り、システム間の相互運用が問題になる。[~ 1992]

• 他システムとデータ交換・共有を行わない閉じたシステ
ムの想定であっても、後にデータ共有・交換が必要とな
る事例は枚挙に遑がない。

メーカーにより拡張された文字を搭載

NEC PC-9800シリーズ

IBM PS/55 シリーズ

富士通 FMRシリーズ

標準システムは存在し
ない。（情報の喪失）





• ユーザーは入力・表示されている文字のコード、データに含ま

れる文字種など一切意識しない。

• 固有な文字は入力が困難なことが多く、コピー・ペーストによ

る文字の流通は自然と発生する。

• データ活用の重要性が増すなか、データアーカイブ上の大き

な問題となるだけでなく、データ活用における阻害要因。
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U+9089

外字を使用する場合は、専用テーブルが必要となる。
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https://icu.unicode.org
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